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1　3号建物址周辺全景

（北方より）



図版2

1　鳥居跡の広場から参道

および建物址跡地点を

望む（南方より）

2　鳥居跡遠景

（北方より）



図版3

1　鳥居跡全景

（北方より）

2　鳥居跡の石段

3　鳥居跡の石垣

（左、北方より）

（右、南方より）



図版4

11号建物址跡出土古銭

2　2号建物址跡出土古銭

3　礫・焼土散布地点出土

古銭

4　礫群集石地点出土古銭



1　3号建物址跡出土古銭



図版6

闇．一・．聯

1　出土きせる

2　出土鏡

3　出土懸備

（左、表）
（右、裏半肉製）

4　出土献上台

（軽石製）



図版1

11号建物址跡出土遺物

2　出土砥石

（右側）

3　出土陶器

う軋（l？C穐皇

4　鳥居跡出土釘

（右側）

5　出土鉄製品

6　炭化材

（右側）

伊－



図版8
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1　大日堂内のお大日様

（左側）

一方習∴ン

2　大口堂内の奄老少の宮

（左側）

3　遺物出土状態

4　3号建物址跡の柱穴
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